
 

南
千
住
に
は
江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
汐
入
大
根
と
言
う
超
有
名

ブ
ラ
ン
ド
の
大
根
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

荒
川
区
の
五
地
区
「
南
千
住
・
三
河
島
（
荒
川
）
・
町
屋
・
尾
久
・
日

暮
里
」
の
う
ち
隅
田
川
辺
り
の
四
地
区
（
道
灌
山
の
日
暮
里
は
除
く
）
は
、

砂
混
じ
り
の
土
地
が
大
根
の
育
成
に
適
し
て
い
て
白
く
て
味
の
良
い
大

根
が
取
れ
、
多
く
の
料
亭
等
で
引
っ
張
り
だ
こ
で
し
た
。
明
治
22
年
に

町
制
が
引
か
れ
る
ま
で
の
地
名
区
分
は
上
尾
久
村
・
下
尾
久
村
・
町
屋
村

・
三
河
島
村
・
新
堀
村
・
谷
中
本
村
・
金
杉
村
・
千
住
宿
南
組
・
橋
場
地

方
汐
入
村
と
な
っ
て
い
て
当
時
は
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

「
東
京
府
資
料
」
に
見
ら
れ
ま
す
。

上
尾
久
村
の
「
ク
ワ
イ
」
・
谷
中
本
村
の
「
生
姜
」
三
河
島
村
の
「
三

河
島
菜
」
「
枝
豆
」
・
金
杉
村
の
「
ネ
ギ
」
な
ど
江
戸

の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

生
産
農
家
か
ら
消
費
者
へ
す
ぐ
届
く
の
で
は
な
く
魚
も

野
菜
も
大
部
分
は
市
場
を
通
し
て
届
け
ら
れ
る
仕
組
み

に
江
戸
の
昔
か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
御
用
市
場

が
あ
っ
て
野
菜
だ
と
神
田
・
駒
込
・
千
住
の
三
大
市
場

と
そ
の
他
中
小
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
ノ

輪
村
に
も
野
菜
市
場
が
あ
り
、
土
物
と
言
わ
れ
る
里
芋

・
ク
ワ
イ
・
大
根
が
主
に
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
千
住
市
場
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
為
、
衰
退
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
浅
草
の
「
酉
の
市
」
で
有
名
な
鷲
神
社
で
は
昔
か
ら
ゆ

で
た
親
イ
モ
を
笹
竹
に
四
・
五
個
位
刺
し
、
縁
起
物
「
こ
の
芋
を
食
べ
る

と
病
気
せ
ず
、
丈
夫
で
元
気
に
な
る
」
と
言
わ
れ
買
っ
て
帰
っ
て
来
た
も

の
で
す
。
こ
れ
も
三
ノ
輪
市
場
に
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

魚
で
は
日
本
橋
魚
市
場
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
関
東
大
震

災
（
大
正
12
年
）
で
崩
壊
し
た
為
、
南
千
住
汐
入
へ
大
正
12
年
11
月
に
汐

入
魚
市
場
を
設
置
し
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
築
地
市
場
が
新
設

さ
れ
た
為
、
一
年
半
の
営
業
で
終
了
し
移
転
し
、
一
部
は
千
住
牧
の
原

（
現
在
の
西
新
井
端
土
手
下
）
へ
移
り
、
そ
の
後
昭
和
16
年
千
住
大
橋
際

の
橋
戸
町
へ
東
京
中
央
足
立
分
場
が
新
設
さ
れ
「
や
っ
ち
ゃ
場
」
と
並
行

し
て
魚
も
野
菜
も
取
り
扱
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
取
引
が
増

加
し
敷
地
が
手
狭
と
な
っ
た
為
、
足
立
区
の
舎
人
地
区
へ
野
菜
部
門
が
移

転
し
橋
戸
の
足
立
分
場
は
魚
類
だ
け
の
取
り
扱
え
と
変
っ
て
行
き
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
５
月
発
行
の
原
稿
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

日
暮
里
生
ま
れ
の
作
家
、
吉
村
昭
は
表
題
小

説
を
、
１
９
７
４（
昭
和
49
）
年
３
月
別
冊
『
文
芸

春
秋
』
に
発
表
し
た
。
そ
の
後
他
の
小
品
と
と
も

に
、
『
文
春
文
庫
』（
87

年
４
月
１
刷
、
95

年
11

月
第
10
刷
）
の
『
磔
（
は
り
つ
け
）
』
に
上
梓
し
た
。

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
、
千
葉
安
房
国
の

医
家
・
沼
野
玄
昌
の
、
今
で
い
う
コ
レ
ラ
と
の
格

闘
小
説
で
あ
る
。
当
時
の
漁
民
は
玄
昌
の
感
染

症
に
対
す
る
言
説
を
理
解
で
き
ず
、
玄
昌
を
殺

害
し
て
し
ま
う
。
大
変
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
た

歴
史
小
説
で
あ
る
。

こ
の
小
説
の
初
出
が
今
か
ら
48

年
前
と
い
う

の
は
驚
き
で
あ
る
。
昭
の
歴
史
洞
察
力
の
鋭
さ

に
感
嘆
す
る
。
な
お
、
『
冬
の
鷹
』
は
南
千
住
回

向
院

で
の
腑

分
け
、
『
白

い
壁

画
』
は
胃

カ
メ
ラ

開
発
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
物
語
で
、
昭
の
医
学
に
対

す
る
見
識
の
高
さ
が
よ
く
わ
か
る
。

吉
村
昭
『
コ
ロ
リ
』

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
梅
雨
も
明
け
て
、
太
陽

の
眩
し
い
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
２
年
連
続

で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
心
の
夏
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。
私
も
し
ば
ら
く
の
間
は
、

遠
出
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
混
み
へ
出
か
け
る
こ
と
も
避
け
て
過
ご
す
つ

も
り
で
す
。
秋
に
日
帰
り
Ｌ
Ｃ
Ｃ
旅
行
の
計
画
を
２
回
（
関
空
と
高
松
）
立

て
て
い
る
の
で
す
が
、
果
た
し
て
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
る
か
ど
う
か
…
？

当
店
は
昨
年
同
様
に
、
旧
盆
期
間
中
も
ほ
ぼ
休
ま
ず
営
業
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
お
う
ち
時
間
を
ラ
ク
に
過
ご
せ
る
メ
ガ
ネ
や
、
朝
夕
の
散
歩
を
快
適

に
行
え
る
メ
ガ
ネ
、
屋
外
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
メ
ガ
ネ
な
ど
、
用
途
・
目

的
に
合
っ
た
一
本
を
ご
提
案
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ガ
ネ
の
変
形
や
破
損
と
い
っ
た
お
困
り
事
の
ご
相
談
も
承
り
ま

す
。
夏
休
み
の
お
子
さ
ま
限
定
で
、
メ
ガ
ネ
の
製
作
工
程
を
お
見
せ
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
（
要
相
談
）
。
暑
い
盛
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
来
店
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。
ご
来
店
前
に
お
電
話
頂
き
ま
す
と
、
他
の
お
客

さ
ま
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
案
内
で
き
ま
す
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
日
と
、
８
月
13
日
（
金
）
は
休
業
日
で
ご
ざ
い

ま
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

※
７
月
26
日
（
月
）
・
８
月
14
日
（
土
）
～
16
日
（
月
）
は
、
午
後
３
時
で

終
業
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

土
休
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

汐
入
大
根

２
０
２
１
年

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

７
月
～
８
月

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
】
７
月
２
０
日
現
在
、
当
店
３
代
目
は
、
す
で
に

２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
４
代
目
は
、
１
回
目

の
接
種
を
７
月
２
６
日
（
月
）
に
、
２
回
目
を
８
月
１
６
日
（
月
）
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
予
約
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
両
日
は
営
業
時
間
を
午
後
３
時

ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
な
お
、
副
反
応
が
強
く
現
れ

た
場
合
、
接
種
日
以
後
の
営
業
予
定
を
急
き
ょ
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

最
新
の
営
業
予
定
、
毎
日
の
営
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
店
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。


